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第
52
回
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り

は
８
月
２
日
～
４
日
の
間
、
市
内
各
地
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
和
太
鼓
公
演
、
市
民
参
加
の

｢

み
こ
し
パ
レ
ー
ド｣｢

市
民
パ
レ
ー
ド｣

。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
声
を
張
り
上
げ
て
、
み

こ
し
を
か
つ
ぐ
子
ど
も
た
ち
や
市
民
パ

レ
ー
ド
参
加
者
で
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
育
成
団
体
に
よ

る
鬼
剣
舞
大
群
舞
が
行
わ
れ
、
若
々
し
い

踊
り
で
初
日
を
飾
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
民
俗
芸
能
を
代
表
す
る｢

鬼

剣
舞｣｢

鹿
踊｣

を
は
じ
め
、｢

神
楽｣｢

田
植

踊｣

な
ど
の
ほ
か
、
沿
岸
地
域
か
ら｢

虎 

舞｣

な
ど
の
団
体
を
招
待
し
、
各
会
場
で

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
の
最
後
を

飾
る
鬼
剣
舞
大
群
舞
。
か
が
り
火
の
も
と

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
し
、
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
各
会
場
で
芸
能
公
演
が
行

わ
れ
た
後
、
北
上
川
に
１
万
灯
の
ト
ロ
ッ

コ(

灯
ろ
う)

が
流
さ
れ
る
な
か
、
上
空
に

は
１
万
発
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
ま
つ

り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
日
程
を
昨
年
ま
で
の
８
月
第

１
土
・
日
・
月
曜
日
の
開
催
か
ら
金
・

土
・
日
曜
日
に
変
更
。
市
民
参
加
型
の
ま

つ
り
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
芸
能
団

体
の
後
継
者
育
成
と
芸
能
公
演
を
充
実
さ

せ
、
民
俗
芸
能
の
ま
ち
・
北
上
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
観
光
客
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第52回

北上・みちのく芸能まつり

①②

③



第5４０号

①１万発の花火と１万灯のト
ロッコが流れた｢トロッコ流し
と花火の夕べ｣
②快晴の下、太鼓の音が鳴り響
いた詩歌の森鹿踊公演での行山
流口内鹿踊
③さくらホール芸能公演。田遊
び芸能としては県内唯一で、全
国的にも希少な存在である春田
打
④かがり火の中で21団体による
鬼剣舞大群舞での北藤根鬼剣舞
⑤今年初めて行われた市内の８
育成団体による鬼剣舞大群舞で
の岩崎鬼剣舞スポーツ少年団
⑥さくら野前芸能公演での村崎
野大乗神楽(青少年)

④

⑤⑥


